
ご相談・お問い合わせ   ☏095-895-7756 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

〒851-1132  長崎市小江原４丁目４０番７号 



 

ヘルパーが 1 日何回か、原則として 10～

20 分程度で御自宅を巡回訪問します。

（訪問回数や時間は個々のケアプランに

よって異なります。） 

●安否確認   ●排泄介助 

●体位変換   ●配膳下膳 

●服薬介助   ●水分補給 

●移乗・移動介助 など 

訪問看護サービスが必要な方が対象です。 

●検温、血圧測定、状態観察 

●服薬管理 

●排便コントロール 

●床ずれの処置 など 

 

                                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

                                              

日中、夜間を通して 24 時間 365 日、1 日複数回の定期的な訪問と、必要時に随

時訪問サービスを受けることができ、看護、介護が連携しながら、利用者様の在

宅サービスをサポートさせていただく事業です。ケアプランにサービスを提供

しておりご利用にあたってはケアマネージャーとご相談ください。 

 

 

手元に置いたケアコール端末（ボタンを

押すだけでオペレーターにつながる端末

機器）などにより、24 時間 365 日いつ

でも連絡がとれ、ご利用者の相談を受け

たり、ヘルパーの訪問手配等おこないま

す。 

 

 

 

 

オペレーターと話した後に必要な場合は

ヘルパーがご自宅を訪問いたします。 

●転倒・転落時の対応 

●急な排泄介助 
 



 

【効果１】病院からの退院・介護老人保健施設等からの退院後の在宅復帰が円滑に、 

      安心して行えます。 

【効果２】状態の変化が著しい方や安否確認が必要な方を見守っていく事ができます。 

【効果３】緊急のときもすぐに対応してくれます。 

【効果４】自宅での生活をできるだけ長く続けて行く事ができます。 

 

 

＜サービス利用料（介護看護一体型）＞ 

この利用料は、１ヶ月ごとの定額払いです。通所介護や短期入所を利用される場合は 

利用日数に応じて以下の料金から利用料を差し引きます。１割負担区分支給限度額の範囲 

内で効果的に他の介護保険サービスを組み合わせる事によって、家族介護負担を大幅に 

減少させます。それにより住み慣れた我が家での長期の在宅療養生活の継続が可能となり、 

施設入所の必要がなくなります。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

※１上記の料金以外に、加算等が発生する場合があります。 

※２訪問介護は１日複数回短時間「身体介護」サービスが中心です。 

※３「訪問介護」、「訪問看護」、「夜間対応型訪問介護」との併用はできません。末期がん等における

「医療保険の訪問看護」と「定期巡回随時対応型訪問介護」の併用は可です。 

※４独居世帯の方向けに、保険外サービス（実費）で、配食サービスの併用をお勧めしています。 

※５定期巡回随時対応型訪問介護看護の利用料についてはふれましたが、他の介護保険サービスを利用 

された場合は、別途料金料が発生します 

                        

                                                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介護度 介護のみ利用 介護と看護一体利用 

要介護１ 5777 円     8429 円     

要介護２ 10313 円     13168 円     

要介護３ 17122 円     20100 円     

要介護４ 21658 円     24778 円     

要介護５ 26193 円     30017 円     



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  

住み慣れた場所で 

自分らしく 

安心できる生活を 

          私たちが 


